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今年も暑い夏を迎えました。地域によっては，高い節電目標が設定され，計画停電実施の可能性もあり，先行き不

透明で不安な日々を過ごされている方が多いかと思います。私も昨年，計画停電や節電を経験しました。公私ともに

大変でしたが，研究者としての自分の役割について考えさせられた時期でもありました。熱，化学，材料などを勉強

してきた自分にも，エネルギー問題や省エネ問題に対して何かできることがあるはずであると。しかし，これまで強

く意識してこなかったテーマに対して簡単にアイデアが浮かぶはずもありません。結局，問題意識を持って日々勉強

していくしかないという結論に至り，自分の勉強不足を痛感するだけです。ところで，熱測定学会には様々な問題意

識を持った，様々な分野の研究者が集まっています。その発表の場である「熱測定」誌や熱測定討論会は，私にとっ

て，社会に存在する様々な問題を知り，研究のヒントを得るために非常に有用です。 

 本号には 4 件の解説記事を掲載しました。この 4 件はいずれも材料に関する解説記事となっています。小林先生の

解説は，［有機一次元細孔物質/有機ラジカル］包接体というユニークな新物質に関するものであり，新しい分子設計

のヒントを与えてくれます。八島先生の解説は，強誘電セラミックスの精密な結晶構造解析と電子密度解析に関する

ものです。化学者にとってなじみ深く，しかし少し抽象的な概念である共有結合性/イオン結合性が強誘電発現に重

要であることが述べられています。松岡先生の解説は，ガラスの熱伝導特性に関するものです。熱伝導率を決定する

フォノンの平均自由行程が化学結合の切断や局所的な振動数の分布と関連しているという，説得力のある解釈がなさ

れています。隅山先生の解説は，熱膨張係数の低いインバー合金，強磁場下でも使用できる温度センサーに関するも

のであり，優れた材料の開発指針についてヒントが得られます。このように，材料分野だけをとっても，新物質の開

発から，構造解析，物性測定，さらには実用化まで，バラエティに富んだ記事が掲載されるところが「熱測定」誌の

一つの魅力ではないかと思います。編集委員一同，皆様からの投稿をお待ちしております。 

（京免 徹）
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